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豊かな自然の中で元気いっぱい

西塩田保育園は、昭和29年 4月手塚地籍に園児数90名で開園、同52年 4月西塩田小学校の南側に

赤い屋根のモダンな園舎が新築され、移転しました。

雄大な独鈷山を間近に迎ぎ、周囲をたんぼに固まれた静かな環境の園舎で、 120名の園児は、四

季おりおり移りゆく自然のめ くみを受けながら元気いっぱいとびまわっています。

今日は、待ちに待った遠足、塩野神社でのお畳時、お母さん手づく りのおにぎ りや卵焼は格別お

いしそうでした。 (西塩田保育園長)
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市民と市長の日
「市民と市長の日」を 6月1日(月)午前
9時から午後4時まで、市役所3階市
長室で行います。お気軽におでかけく
ださい。

農地問題相談日
農地の問題で悩んでいる皆さん、 6 
月l日(月)午前8時30分から、午後 5時
まで、市役所2階段業委員会事務局て
「農地問題相談」を行いますのでお気
軽におでかけくださ L、。



だ 昭和53年 5月16日一一一ーベ2トー

こ
の
条
例
に
よ
り

、
市
議
会
議
員
、

P
T
A
、
自
治
会
長
、
学
識
経
験
者
な

ど
二
十
五
人
に
よ
る
審
議
会
委
員
を
委

嘱
し
通
学
区
域
の
適
正
化
に
つ
い
て
審

議
し
て
い
た
だ
く
審
議
会
を
聞
く
よ
う

現
在
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

通
学
区
域
の
変
更
は
、
極
め
て
む
ず

か
し
い
い

ろ

い
ろ
な
問
題
が
あ
り
ま
す

が
、
市
の

学
校
教
育
向
上
の
た
め
、
市
、

民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願

い
い
た
し
ま
す
。

理
想
的
な
教
育
目
指
し

通
学
区
域
審
議
会

発
足
の
準
備
進
む

市
内

の
各
小
、
中
学
校
の
児
童
、
生

徒
数
は
、
人
口

の
地
加
と
市
街
地
周
辺

の
住
宅
化

の
進
行
に
よ
り
、
過
密
、
過

疎
化

の
現
象
を
き
た
し
、
バ

ラ
ン
ス
が

く
ず
れ
て
き
て

い
ま
す
。

例
え
ば、

川
辺
小
学
校
を
み
る
と
、

約
二
十
年
前
の
児
童
数
は
六
百
人
だ

っ

た
の
が
現
在
で
は
、

一
千
二
百
人
を
数

え、

校
合
の
増
改
築
な
ど
を
行
い
し
の

い
で
き
ま
し
た
が
、
す
で
に
思
想
的
な

学
校
教
育
が

で
き
な
い
状
態
に
な

っ
て

い
ま
す
。

市
教
育
委
員
会
で
は
、
こ
の
現
状
を

解
消
し
、

学
校
規
模
の
適
正
化
を
図
り

教
育
の
効
来
を
あ
げ
る
た
め
、
学
校
の

新
築
、
統
合
、
さ
ら
に
通
学
区
域
の
変
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:つ

更
な
ど
の
計
画
を
進
め
て
い
ま
す
。

通
学
区
の
変
更
に
つ
い
て
は
、
各
方

面
か
ら
広
く
意
見
を
聞
き
、
最
も
理
想

的
な
教
育
が
で
き
る
よ
う
検
討
す
る
機

関
を
設
け
る

「
上
田
市
小
、
中
学
校
通

学
区
域
審
議
会
条
例
」
が
三
月
定
例
市

七
十
歳
以
上
を
無
料
化

市
民
み
ん
な
が

交
通
災
害
共
済
に

加
入
し
ま
し
ょ
う

通学区域の適正化により 理想的な学校教

育環境っく りを 目指す

災
害
は
予
期
せ
ず
突
然
や

っ
て
き
ま

す
。
地
震
と
水
害
は
天
災
。
火
災
と
交

通
事
故
は
人
災
と
い
わ
れ
、
用
心
す
れ

ば
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
れ
で
も

交
通
事
故

(
災
害

)
は
、
避
け
て
も
、

逃
げ
て
も
か

つ
て
に
や

っ
て
く
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

交
通
戦
争
と
い
わ
れ
る
現
在
の
社
会

で
は
、
お
年
寄
り
と
子
供
が
最
も
弱
い

立
場
に
お
か
れ
、
多
く
の
悲
惨
な
犠
牲

者
に
な
っ
て

い
ま
す
。

市
で
は
、
万
一
、
交
通
事
故
に
あ
勺

た
と
き
わ
ず
か
な
掛
金
(
年
三
百
六
十

円
}
で
、

見
舞
金
(
死
亡
時
六
十
万
円
)

で〉

ら
必
ず

「
家
内
労
働
手
帳
」
を
受
け
取

り
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
家
内
労
働
手

帳
こ
ま
、

が
受
け
ら
れ
る
「
上
田
市
交
通
災
害
共

済
条
例
」
を
四
十
二
年
に
制
定
し
、
市

民
み

ん
な
で
助
け
合

っ
て
い
こ
う
と、

市
民
総
加
入
を
目
標
に
加
入
を
呼
び
か

け
る
と
と
も
に
、
加
入
し
や
す
い
よ
う

同
制
度
の
改
正
も
行

っ
て
い
ま
す
。

保
育
・
幼
稚
園
児

小
・
中
学
生
は
団
体
で

加
入
し
よ
う

今
年
は
、
七
十
歳
以
上

(
明
治
四
十

一
年
五
月
三
十

一
日
以
前
生
れ

)
の
皆

さ
ん
の
掛
金
は
、
市
が
全
額
負
担
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
対
象
者
の
皆
さ
ん
は
、
自
動
的

に
加
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、

加
入
手
続
き
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。保

育
園
、
幼
稚
園
、
小
・
中
学
校
に

在
圏
、
在
学
し
て
い
る
み
な
さ
ん
は
、

固
ま
た
は
学
校
で
行
う
団
体
加
入
手
続

き
で
加
入
す
る
と
掛
金
が
割
引
か
れ
ま

dゾgく《 害 グ〉 平主 j支 見舞金

ヨEL'ーとき 60万円

全治6か月以上の傷害を受けたとき 12万円

全ifi5かrJ /1 87i円

全治4かtJ /1 7万円

全ifi:3かJJ /1 6万円

全ifi2かJi /1 4万円

全治lかけ /1 3万円

全治 3j盟問 /1 2万円

全治 l週間 " l万円

全ィri1週間1未満の 11 6千円

災害を受けたときの見舞金額を
参
々
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
も
ら

い
土
手

l
』ょ

7

。

弔慰見舞金 会員となっていない人が交通事故

で牝亡したときは、 l万円の見舞金が支給され

ます

身障見舞金 交通事伎による jl)j芹カ、 I~、 凶 で 2 年

以|人lに l級-3級の身体障主ー者となったときは

!，-，内比担f~Ê とは!ij lj( こ 20 Ji円が支給されます。

な
ど
の
原
金
口
座
へ
の
振
込
み
も
で
き

ま
す
。

す
。
団
体
加
入
し
た
場
合
は
、
自
治
会

を
と
お
し
て
の
加
入
手
続
き
は
し
な
い

で
く
だ
さ
い
。

一
般
市
民
の
皆
さ
ん
も
進
ん
で
交
通

災
害
共
済
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

加
入
の
手
続
き
は
、
継
続
加
入
さ
れ

る
皆
さ
ん
も
、
新
規
に
加
入
さ
れ
る
皆

さ
ん
も
五
月
三
十

一
日
ま
で
に
各
自
治
-

会
長
さ
ん
を
と
お
し
て
手
続
き
し
て
く

だ
さ
い

。

見
舞
金
請
求
の手
続
き

見
舞
金
を
受
け
る
の
に
必
要
な
請
求

手
続
き
は
次
の
と
お
り
で
す
。

ー
、
市
役
所
、
ま
た
は
各
支
所
に
あ
る

見
舞
金
請
求
書
に
必
要
事
項
を
書
き

入
れ
て
く
だ
さ
い
。

2
、
①
交
通
事
故
証
明
書
、
②
医
師

の

診
断
書
、

③
会
員
証

(
み
な
し
加
入

の
会
員
は
不
要
)
④
印
鑑
を
持
参
し

て
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

@
l
①
に

つ
い
て
は
、
警
察
が
立

会
っ
て

い
る
場
合
は
、
交
通
セ

ン

タ
ー

へ
申
し
で

て
く
だ
さ
い
。
そ

れ
以
外
は
、
市
役
所
市
民
課
、
ま

た
は
各
支
所
に
あ
る
用
紙
を
使
用

し
て
く
だ
さ

い
。

②

に
つ
い
て
は
、
市
役
所
市
民

謀
、
ま
た
は
各
支
所
に
あ
る
用
紙

を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

〈お
閉
会
せ
〉

市
民
地
砧
交
通
安
全
係

{
含
②
問

-

J

υ内
線
ニ
七
六
有
線
②
f

七
!
こ

る
物
も
あ
り
ま
す
。
危
険
布
古
な
薬
品

を
使
用
す
る
場
合
は
、

出問
%
を
よ
く
し



を
参
々
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
も
ら

い
ま
し
ょ
う
。

ら
必
す
「
家
内
労
働
手
帳
」
を
受
け
取

り
ま
し
ょ

7

そ
し
て
、
家
内
労
働
手

帳
に
は
、
工
貨
は

一
個
い

く
ら
か
、

納

期
は
い
つ
か
、
工
貨
の
支
払
日
は
い
つ

な
ど
の
預
金
口
座
へ
の
振
込
み
も
で
き

ま
す
。

横
編
メ
リ
ヤ
ス
、
織
物
、
縫
製
、
電

気
部
品
な
ど
の
業
種
は
、
工
賃
改
善
の

た
め
最
低
工
賃
が
決
め
ら
れ
て
い
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
上
回
労
働
基
準
監

督
署
(
宮
@
O
三
三
八
)
か
長
野
労
働

基
準
局
(
宮
長
野
@
五
一
一
一

)
へ
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

る
物
も
あ
リ
ま
す
。
危
険
有
害
な
薬
品

を
使
用
す
る
場
合
は
、
換
気
を
よ
く
し

中
毒
に
か
か
ら
な
い
よ
う
注
意
す
る
と

と
も
に
、
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
火
気
に
も

じ
ゅ
う
ぶ
ん
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

プ
レ
ス
機
械
、
織
機
な
ど
け
が
を
す

る
お
そ
れ
の
あ
る
機
械
を
使
う
場
合
は

安
全
装
置
を
取
り
付
け
る
な
ど
、
委
託

者
と
相
談
し
安
全
な
方
法
で
作
業
し
ま

し
ょ
、つ
。

五
月
二
十
一
日
間
か
ら
同
三
十
一
日

制
ま
で
「
家
内
労
働
旬
間
」
で
す
。
内

職
者
の
皆
さ
ん
は
、
こ
の
機
会
に
家
内

労
働
法
を
よ
く
理
解
し
ま
し
ょ
う
。
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以
則
化
す
る
不
況
の
中
で
、
収
入
の

一
助
に
と
内
職

(
家
内
労
働
)
を
す
る

主
婦
の
皆
さ
ん
が

mえ
て
い
る
反
面
、

企
業
も
不
況
の
杉
粋
を
受
け
て
、
工
貨

の
支
払
い
が
遅
れ
た
り、

工
貨
の
不
払

い
な
ど
の
問
題
が
起
き
て
い
ま
す
。

こ
の
場
介
、
不
払
傾
な
ど
が
は

っ
き

り
し
な
い
と
、
問
題
の
解
決
が
む
ず
か

し
く
な
り
ま
す
。

口
約
束
で
仕
事
を
始
め
る
と
、
工
賃

支
払
日
や
工
賃
制
が
は

っ
き
り
し
な
か

っ
た
り
、
支
払
い
の
時
、
約
束
と
巡
っ

て
い
た

リ
す
る
な
ど
問
題
の
原
凶
に
な

リ
ま
す
。

仕
棋
を
は
じ
め
る
時
は
、
委
託
者
か く家内労働旬間5月21日~同31日まで〉

内臓をする皆さん

「家内労働手帳」を受け

必ず記入してもらいましょう

工
賃
は
一
か
月
以
内
に

現
金
で
受
け
よ
う

か
な
ど
必
要
事
項
を
必
ず
記
入
し
て
も

、りい

宇
品
!
」
よ
‘っ
。

紛
争
を
さ
け
る
た
め
に
も
、
皆
さ
ん

の
権
利
を
守
る
た
め
に
も
、
家
内
労
働

手
帳
に
記
入
さ
れ
た
事
項
を
よ
く
た
し

か
め
て
、
大
切
に
保
存
し
て
お
き
ま
し

砂
晶

、
『
J

。

工
貨
は
、
製
品
を
納
め
て
か
ら
一
か

月
以
内
に
も
ら
え
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
た
だ
し
、
毎
月
O
日
と
か
月
末

と
一
定
の
日
を
工
賃
締
切
日
と
し
て
い

る
場
合
は
そ
の
日
か
ら
一
か
月
以
内
で

す
。工

貨
の
支
払
い
は
、
全
額
現
金
で
支

払
う
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
が
、
皆
さ

ん
の
同
意
が
あ
れ
ば
郵
便
為
替
、
銀
行

災
害
防
止
は

委
託
者
と
相
談
し

安
全
を
図
ろ
う

委
託
者
か
ら
家
内
労
働
手
帳
を
交
付

さ
れ
て
い
な
い
場
合
や
、
交
付
さ
れ
て

い
て
も
市
販
の
伝
票
な
ど
で
必
要
事
項

が
記
入
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
左
表

物
を
は
り
あ
わ
せ
る
の
り
の
中
に
は

体
に
害
の
あ
る
有
機
溶
剤
を
含
ん
で
い

委
託
者
は
内
職
者
が

安
心
し
て
仕
事
が
で
き
る
よ
う

気
を
く
ば
ろ
う

え

氏名 氏名 ⑩ 

家内
性別 生年月日 委託者 名称

労働者 件業所

ti:所 ，î)r~ω世
包

氏 名 性別 生年月日 氏名 ⑫ 

補助者 1"¥:'即.人

{王所
官宝

工貨の 物品 の

支払場所 その他 受i度し場所
工貨の

不扱る定良いめに品関の取す支払方
工賃締切日 の委託

法

通合をものの支貨払方以で工法外う場の貨

条件

(特芯|町(

備巧

注意
l 第 l面は、委託をするにあたって記入すること。
2 第l面の「工賃締切日」及び「通貨以外のもので工貨を支払う場合の刀法」欄には、
該当する場合に記入すること。

3 第 l面の「不良品の取扱いに関する定め」欄には、当該定めをする場合に記入するこ
と。この場合において、製造又は加工等に係る物品について倹企をするときは、 検査日

に関する定めを( )内に記入すること。

注意
I 第 2 蘭以下は、委託をするつど「諒tJ 側に、製造精しくは加工等に{純物品を~~(i
するつど「受領j欄に、又は工貨を支払うつど「工t'i支払」欄に記入すること。
2 第2両以下ーの f1脂身j欄にはJ委託にI均し、機械、総具その他の設備又は原材料その
他の物品を委託者から購入させる場介において、そのつど、その品名、数五(1，止び引i度し
のJUIB .tEびにその代金の宮比佐ひ1二決済のJUI日/立ぴ}j法を記入すること。
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仕
事
を
委
託
す
る
時
は
、
内
職
者
に

必
ず
家
内
労
働
手
帳
を
渡
す
と
と
も
に

工
賃
単
価
、
物
品
数
量
、
工
賃
支
払
日

な
ど
必
要
事
項
を
記
入
し
、
ト
ラ
ブ
ル

が
お
こ
ら
な
い
よ
う
じ
ゅ
う
ぶ
ん
注
意

!」
キ
テ
し
ょ
、
つ
。

工
貨
は
、
家
内
労
働
手
帳
に
記
入
さ

れ
た
日
に
現
金
で
支
払
う
か
、
内
職
者

の
銀
行
口
座
な
ど
へ
振
込
み
ま
し
ょ
う
。

プ
レ
ス
機
械
、
旋
盤
、
織
機
、
危
険

な
薬
品
な
ど
を
使
う
場
合
は
、
そ
の
安

全
対
策
や
方
法
に
配
慮
す
る
と
と
も
に

じ
ゅ
う
ぶ
ん
指
導
し
、
け
が
や
病
気
に

か
か
ら
な
い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

毎
年
四
月
一
日
現
伝
で
、
委
託
し
て

い
る
仕
事
の
内
容
、
内
職
労
働
者
数
な

家内労働手帳の内容の一部

(第2函以下)

(第 1函)
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ど
を
四
月
三
十
日
ま
で
に
上
回
労
働
基

地
監
管
磐
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
内
職
者
な
ど
が
内
職
作

業
中
に
け
が
を
し
た
り
、
病
気
に
か
か

り
四
日
以
上
仕
事
を
休
ん
だ
り
、
死
亡

し
た
場
合
も
、
す
ぐ
上
回
労
働
基
準
監

管
暑
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
ほ
か
、
家
内
労
働
者
の
氏
名
、

工
賃
支
払
額
な
ど
記
載
し
た
帳
簿
を
三

年
間
保
存
し
た
り
、
委
託
の
打
切
り
の

予
告
に
つ
い
て
な
ど
こ
ま
か
な
こ
と
が

家
内
労
働
法
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
て
い

ま
す
の
で
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
っ

た
ら
、
上
回
労
働
基
準
監
督
署
へ
ご
相

談
く
だ
さ
い
(
宮

@
O三
三
八
)

え

等春!
の 1
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勲

五
嶋
田

金
市
さ
ん

四
月
二
十
九
日
、
街
科
医
師
、
鳩
回

金
市
さ
ん
が
「
煎
五
等
瑞
宝
章
」
。
元

市
議
会
議
貝
、
現
市
選
挙
管
理
委
員、

山
寄
善
四
郎
さ
ん
が
「
煎
六
等
単
光
旭

日
章
」

。
原
峠
保
養
園
看
護
婦
、
田
中

767号、

ミ
叫
配
W
4
F
、A
Z
Hり
9
勺

h
H
ま
dm
1
」
れ
へ

.

表
彰
を
曳
け
ら
れ
た
皆
さ
ん

マ
産
業
功
労
者

北陸新幹線

早期建設
と

上田駅設置

北
陸
新
幹
線
上
田
駅
誘
致
期
成
同

盟
会
の
五
十
三
年
度
役
員
会
が
、
石

井
期
成
同
盟
会
長

(
上
田
市
長
)
を

は
じ
め
、
近
隣
関
係
町
村
長

(
八
町

八
村
)
と
加
入
諸
国
、体
の
代
表
者
四

十
名
が
参
加
し
て
、
四
月
二
十
日
市

勲
六
等
単
光
旭
日
章

山
寄
善
四
郎
さ
ん

正
さ
ん
が
「
勲
七
等
宝
冠
章
」
を
受
章

さ
れ
ま
し
た
。

嶋
田
さ
ん
(
八
十
四
歳
、
中
央
四
|

八
|
八
)
は
、
大
正
十
二
年
に
現
在
地

に
歯
科
医
院
を
開
業
以
来
、
現
在
ま

で

学
校
歯
科
医
師
と
し
て
、
四
十
八
年
間

相
場
連
合
会
会
長
と
し
て
そ
の
指
導
力
を

発
揮
し
、
早
期
間
に

ス
ム
ー
ズ
に
同
法

制
下
営
業
に
移
行
さ
せ
る
な
ど
、
業
界

く期成同盟会役員会から〉

役
所
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

役
員
会
で
は
、
前
年
度
の
上
田
駅

誘
致
運
動
の
経
過
報
告
と
決
算
が
承

認
さ
れ
、
続
い
て
本
年
度
の
運
動
方

針
な
ど
に
つ
い
て
討
議
が
行
わ
れ
、

本
年
度
こ
そ
北
陸
新
幹
線
の
早
期
着

工
と
上
田
駅
誘
致
実
現
を
目
指
し
、

近
隣
市
町
村
の
住
民
総
参
加
に
よ
り

積
極
的
に
強
力
な
誘
致
運
動
を
進
め

て
行
く
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

最 j
近 {
の 1
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上
田
市
議
会
新
幹
線
対
策
特
別
委

員
会
(
委
員
長
北
沢
勝
議
員
)
は
、

三
月
六
日
、
運
輸
省
、
国
鉄
本
社
を

勲

七

等

宝

冠

章

田
中

正
さ
ん

の
長
期
に
わ
た
り
、
児
童
生
徒
の
虫
歯

予
防
、
保
健
指
導
な
ど
に
多
大
な
貢
献

を
さ
れ
る
と
と
も
に
、
長
野
県
歯
科
医

師
会
上
回
支
部
長
、
国
立
松
本
療
養
所

上
回
分
院
嘱
託
医、

上
田
市
立
第
三
中

学
校
P
T
A
会
長
、
地
元
自
治
会
長
を

強
化
や
保
安
維
持
に
努
力
し
つ
つ
、
県

下
電
気
工
事
業
界
の
発
電
所
建
設
の
技

は
じ
め
関
係
官
庁
に
「
北
陸
新
幹
線

の
早
期
建
設
と
現
在
の
国
鉄
上
田
駅

に
新
幹
線
上
田
駅
を
設
置
す
る
」
に

つ
い
て
陳
情
を
行
い
ま
し
た
。

す
で
に
、
市
議
会
で
、
新
幹
線
の

駅
誘
致
に
つ
い
て
決
議
し
て
い
ま
す

が
、
新
幹
線
の
駅
は
、
現
在
の
国
鉄

上
田
駅
に
併
設
さ
れ
る
こ
と
が
、
地

域
住
民
の
利
便
と
上
田
市
の
都
市
機

能
の
整
備
を
図
る
う
え
か
ら
も
重
要

な
こ
と
で
す
の
で
、
こ
の
実
現
の
た

め
に
は
、
近
隣
地
域
住
民
と
連
け
い

を
と
り
、
新
幹
線
の
建
設
に
必
要
な

諸
般
の
対
策
に
協
力
を
お
し
ま
な
い

の
で
、
一
日
も
早
く
北
陸
新
幹
線
の

早
期
建
設
と
上
田
駅
が
現
駅
に
併
設

さ
れ
る
よ
う
強
力
に
陳
情
し
ま
し
た
。

務
め
ら
れ
る
な
ど
、
地
域
住
民
の
口
腔

保
健
衛
生
活
動
や
住
民
相

E
の
融
和
を

図
る
な
ど
市
民
生
活
の
向
上
に
尽
く
さ

れ
ま
し
た
。

山
山
奇
さ
ん

(
七
十
四
歳
、
神
科
山
口

一
九

O
二
)

は
、
昭
和
二
十
三
年
か
ら

神
科
村
議
会
議
員
と
し
て
八
年
間
、
上

田
市
と
合
併
後
は
、
昭
和
三
十
四
年
か

ら
上
田
市
議
会
議
員
と
し
て
八
年
間
の

長
期
に
わ
た
り
、
戦
後
の
復
興
期
の
地

方
自
治
の
発
展
、
住
民
福
祉
の
向
上
、

地
域
産
業
の
振
興
に
多
大
な
貢
献
を
さ

れ
ま
し
た
。

こ
の
間
、
上
田
市
と
神
科

村
の
合
併
、
菅
平
ダ
ム
建
設
、
石
舟
浄

水
場
建
設
は
地
域
発
展
の
た
め
に
は
不

術
向
上
に
尺
、
す
な
ど
、
業
界
の
振
興
発

展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

可
欠
の
事
業
で
あ
る
と
し
て
、
地
域
住

民
の
協
調
を
図
り
な
が
ら
事
業
完
成
に

大
き
な
努
力
を
は
ら
わ
れ
る
と
と
も
に

農
業
の
振
興
、
特
に
り
ん
ご
、
も
も
な

ど
果
樹
の
商
品
価
値
を
高
め
農
業
所
得

の
向
上
に
尽
き
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
昭

和
四
十
九
年
か
ら
は
、
上
田
市
選
挙
管

理
委
員
会
委
員
と
し
て
、
各
選
挙
の
管

理
執
行
に
卓
越
し
た
指
導
力
を
発
揮
さ

れ
て
い
ま
す
。

田
中
さ
ん
(
六
十
四
歳
、
大
字
御
所

三
八
)
は
、
昭
和
十
八
年
春
、
原
峠
に

開
所
し
た
「
小
児
結
核
療
養
所
」
の
看

護
婦
と
し
て
同
十
九
年
九
月
閉
鎖
す
る

ま
で
献
身
的
に
医
師
に
協
力
し
た
の
を

は
じ
め
、
同
二
十
四
年
九
月
、
当
時
の

児
童
に
多
か
っ
た
肺
浸
潤
、
肋
膜
炎
、

肺
門
リ
ン
パ
腺
炎
等
結
核
患
者
、
栄
養

失
調
者
な
ど
を
対
象
と
し
て
同
所
の
建

物
を
引
き
継
い
で
開
園
し
た
虚
弱
児
施

設
「
原
峠
保
養
園
」
の
看
護
婦
と
し
て

労
苦
を
い
と
わ
ず
二
十
八
年
間
の
長
期

に
わ
た
っ
て
看
護
を
尽
く
し
ま
し
た
。

こ
の
問
、
入
国
し
た
児
童
九
五
%
以
上

の
全
治
者
を
社
会
に
送
り
だ
す
な
ど
、

児
童
の
健
康
管
理
に
多
大
な
貢
献
を
さ

れ
ま
し
た
。

県
知
事
表
彰

四
名
の
皆
さ
ん
が
受
彰

五
十
三
年
度
県
知
事
表
彰
に
地
域
の

発
展
に
尽
さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
、

穂
野
富
夫
さ
ん
は
か
三
名
の
方
々
が
、

五
月
三
日
県
庁
講
堂
に
お
い
て
県
知
事

こ
の
融
資
制
度
も
.
公
定
歩
合
の
引

き
下
げ
と
市
内
農
協
の
ご
協
力
に
よ
り

四
月
審
査
分
か
ら
、
貸
出
利
率
を

0
・



一

表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

号

表

彰

を

受

け

ら

れ

た

皆

さ

ん

m
マ
産
業
功
労
者

第
館
野
富
夫
さ
ん
(
六
十
九
歳
、
踏
入

一

二
|
一
九
|
三
四
)

一

昭
和
二
十
五
年
以
来
、
上
回
紙
文
具

一
協
同
組
合
理
事
長
と
し
て
文
具
小
売
業

一
の
組
織
化
に
努
力
さ
れ
る
と
と
も
に
、

齢
同
四
十
六
年
二
月
か
ら
、
長
野
県
事
務

問
刷
機
販
売
事
業
協
同
組
合
理
事
長
と
し
て

議
県
内
事
務
機
販
売
業
の
組
織
化
を
図
り

噂
ぷ
官
公
需
適
格
組
合
第
一
号
と
し
て
東
京

一
通
産
局
に
登
録
、
官
公
需
の
中
小
企
業

一

へ
の
発
注
促
進
を
図
り
ま
し
た
。
ま
た

お

み

す

f

文
具
事
務
器
協
同
組
合
理
事
長

長
野
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
理
事
と

し
て
、
中
小
企
業
の
税
制
改
正
に
力
を

注
ぐ
な
ど
、
業
界
の
振
興
発
展
に
尽
く

さ
れ
ま
し
た
。

堀

謙

三

さ

ん

(
五
十
六
歳
、
中
央

六
1

一
五
l
六
)
は
、
昭
和
三
十
九
年

か
ら
長
野
県
青
果
卸
売
市
場
連
合
会
の

副
会
長
お
よ
び
会
長
と
し
て
現
在
ま
で

十
三
年
聞
の
長
期
に
わ
た
り
、
県
内
流

通
機
構
の
合
理
化
促
進
と
、
県
民
消
費

者
に
対
す
る
安
定
供
給
を
確
立
、
さ
ら

に
、
県
内
生
産
農
家
の
信
頼
度
を
増
し

生
産
聞
に
も
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の

問
、
背
果
物
流
通
の
合
理
化
は
、
卸
売

市
場
の
大
型
化
に
あ
る
と
見
透
し
、
自

ら
率
先
し
て
励
行
、
県
内
却
売
市
場
の

大
型
化
を
促
進
、
全
国
で
も
有
数
の
大

型
市
場
出
現
に
尽
き
れ
ま
し
た
。
ま
た

卸
売
場
法
の
実
施
に
あ
た

っ
て
は
、
市
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場
由
連
合
会
会
長
と
し
て
そ
の
指
導
力
を

発
揮
し
、
早
期
間
に
ス
ム

ー
ズ
に
同
法

制
下
営
業
に
移
行
さ
せ
る
な
ど
、
業
界

の
振
興
発
展
に
尽
き
れ
ま
し
た
。
，

マ
社
会
福
祉
事
業
功
労
者

古
平
義
人
さ
ん

(
八
十
一
歳
、
大
字

殿
城
九

O
一
)
は
、
昭
和
二
十
二
年
一

月
殿
城
村
に
遺
族
会
を
設
立
、
自
ら
会

長
に
就
任
、
以
来
、

町
村
合
併
で
行
政

圏
域
の
変
せ
ん
を
受
け
な
が
ら
も
遺
族

会
の
役
員
と
し
て
、
そ
の
制
度
改
善
、

遺
族
の
相
互
扶
助
に
献
身
的
に
尽
き
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
昭
和
三
年
六
月
殿
城

村
収
入
役
に
就
任
以
来
、
助
役
、
村
長

代
理
な
ど
の
要
職
に
あ

っ
て
、
戦
前
、

戦
中
の
農
業
振
興
に
努
力
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
同
三
十
三
年
、
豊
里
村
、
殿

城
村
の
合
併
に
尽
し
、
合
併
後
は
、
豊

殿
村
議
会
議
員
と
し
て
、
上
田
市
と
め

合
併
に
努
力
さ
れ
る
な
ど
、
地
域
社
会

の
発
展
に
尽
さ
れ
ま
し
た
。

マ
建
設
事
業
功
労
者

甘
利
源
弥
さ
ん

(
六
十
六
歳
、
踏
入

一一

l
一
八

l
二
六
)
は
、
千
曲
電
業
側

代
表
取
締
役
社
長
と
し
て
三
十
余
年
聞

の
長
期
に
わ
た
り
、
電
気
工
事
業
界
の

社
会
的
地
位
の
向
上
と
、
電
気

の
保
安

に
尽
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
間
、

長
野
県

電
気
工
事
協
力
会
理
事
と
し
て
戦
後
の

混
乱
期
に
電
気
保
安
の
重
要
性
を
説
い

て
地
域
産
業
の
振
興
に
尽
さ
れ
る
と
と

も
に
、
昭
和
四
十
七
年
、

長
野
県
電
設

守
業
協
会
発
足
に
あ
た
り
理
事
お
よ
び
同

会
上
回
支
部
長
と
し
て
、
業
界
の
組
織

強
化
や
保
安
維
持
に
努
力
し
つ
つ
、
県

下
電
気
工
事
業
界
の
発
電
所
建
設
の
技

術
向
上
に
尽
弘
す
な
ど
、
業
界
の
振
興
発

展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

0
・
五
%
引
き
下
げ

農
業
振
興
融
資
制
度
の
金
利

こ
の
融
資
制
度
も
、
公
定
歩
合
の
引

き
下
げ
と
市
内
農
協
の
ご
協
力
に
よ
り

四
月
審
査
分
か
ら
、
貸
出
利
率
を

0
・

五
%
引
き
下
げ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

(左
表
)
の
で
、
農
家
の
皆
さ
ん
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

利
用
を
希
望
す
る
農
家
の
皆
さ
ん
は

毎
月
十
日
ご
ろ
ま
で
に
市
内

の
各
農
協

ヘ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

申
込
ま
れ
ま
す
と
「
農
業
振
興
融
資

あ

っ
せ
ん
委
員
会
」
が
審
査
し
、
申
込

月
の
月
末
ご
ろ
各
農
協
事
業

(支
)
所

を
と
お
し
て
通
知
し
ま
す
。

ー
農
業
の
充
実
に
こ
利
用
く
だ
き
い

l

市
で
は
、
農
業
振
興
に
必
要
な
資
金

土
地
改
良
、
動
力
農
機
具
、
そ
菜
、
園

芸
、
畜
産
、
養
蚕
、
公
害
、
生
活
な
ど

各
資
金
の
融
資
あ

っ
せ
ん
と
、
同
融
資

の
利
子
補
給
や
損
失
補
償
を
行

っ
て
い

ま
す
。

(1)生産資金
4芸家{昔入

ft イ骨 の 的 Ui l及協原資 f↑f手IJr-lIli給ヰt年 平IJヰこ 融資F即!r額 m 泣 mJ n司

1 1 I:J也改良 'j~業資全 8.5% 4.0% 4.5% 00万円 5年以内

2 動力t易機H.l[)(i半資金 11 3.0 5.5% 1aJ 11 

3 Iそユさ奇施い，Xt主I主IjtI;置b資干の金不時
11 11 " 00 2年以内

4 1 !I!:例花]午格商等ifi，入資金 11 11 11 35 3年以内(内借fITl年)

51 Jt副巴合、 7fi合造成資金 11 11 11 l∞ 5年以内
6 主m主t劫Eノ'ti:.、村ゥ取ス得設資置資金金又は 11 11 11 印 3年以内

7 1 ~lit枠組主成資金 11 " 11 35 5年以内(内据i丘2年)
11 

81 :iL'ドぬ入資全 " " 11 50 11 

9 肉'1二噂入資金 11 11 11 00 3年以内

10i fo[(豚iI{.入資金 1/ " " 35 3年以内(内据置l年)

11 余闘改柏資金 11 11 " ~ 3年以内(内据置l年)

121語絵尿蛾施設

(3)生活資金
f't {?fの 種類

131勝手己主将資金

141風呂&涛資金

1 51 側~&1専資金

161 i誕，iJT&静資金

(凶4引)特別資金
資金の 峰類

lη叶7可|災尖.，1川且.gヰW州F似似

(臼ω5引)中核的農業業-者育成資金

イ賞泣期間

(2)公害資金

資金の 有1 頬

6年以内

償還期間

5年以内

H 

償還期間

5年以内(内据置1年)

償 還 期間

10年以内
(内鋸置2年以内)

ft 1!の 判 官H

l正一J農主将械資金
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国
道
百
四
十
三
号
線
の
次
の
一

部
が

五
月
二
十
日
か
ら
九
月
三
十
日
ま
で
、

舗
装
補
修
工
事
の
た
め
、
定
期
パ
ス
を

除
き
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時

ま
で
交
通
規
制
が
行
わ
れ
ま
す

の
で、

利
用
さ
れ
る
皆
さ
ん
は
ご
注
意
く
だ
さ

「三
好
町
ク
ボ
タ
靴
庖
前
」
か
ら
「三

好
町
警
察
官
派
出
所
前
」
ま
で

の
聞
は

上
田
市
街
か
ら
青
木
方
面

へ一

方
通
行

「三

好
町
警
察
官
派
出
所
前
」
か
ら

「
川
辺
町
阪
美
精
密
工
業
前
」
ま
で
の

聞
が
交
互
通
行

に
な
り
ま
す
。

〈
お
問
合
せ
〉

上
回
建
設
事
務
所
特
理
計
画
諜
管
副
社

係
〔

g
@
士
工
ハ
O
〕

'67号~

5月9目、市民の森で市の植樹祭が行

われ、ライオンズクラブの皆さんや、

林業関係の皆さん120名が参加、 400本

の桜の苗木を植えました。 (写真)

人
で
、
初
回
、
追
加
の
接
種
を
受
け
て

い
な
い

人
。

... -------------------ー・・・・・・ー・ーーー------

市
は
、
子
宮
方
ン
の
早
期
発
見
を
目

的
に
「
婦
人
検
診
」
を
市
内

の
産
婦
人

科
医
院
に
委
託
し
て
、
毎
日

(
日
曜
・

祭
日
を
除
く
)
実
施
し
て

い
ま
す

の
で

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

〈
受
診
方
法
〉

1
、
左
表
の
医
院
で
実
施
し
て
い
ま
す

の
で
、
身
体

の
調
子
の
良
い
と
き
に

直
接
医
療
機
関

へ
お
出
か
け
く
だ

さ

2
、
医
療
機
聞

の
窓
口

で「
婦
人
検
診
」

を
受
け
る
旨
、
申
し
で
て
、
受
診
料

一
千
円
を
お
支
払
い
く
だ
さ

い
。

〈
結
果
の
通
知
〉

l
、
検
査
結
果
が
わ
か
る
ま
で

一
週
間

ぐ
ら

い
か
か
り
ま
す
が
、
結
果
通
知

は
、
市
か
ら
通
知
し
ま
す
。

2
、
再
検
査
が
必
要
と

の
通
知
を
受
け

た
人
は
、
保
険
証
を
持

っ
て
前
回
受

け
た
医
療
機
関

へ
行
き
、
医
師
と

ご

相
談
く
だ
さ

い
。

〈
お
閉
会
せ
〉

保
健
予
防
課
保
健
係

(
宮
@
四

一
O

O
内
線
二
八
九
有
線
②

O
七
二

二

婦人検診を実施している医院と受付時間

院 手ノ1 所 イk I也
さえ・ 付 H寺 l昔j
午 円1) 午 後

トー

中 央JL4- 2-3 ，j] )11 産 婦人科医院
( 坂 町)

9.30-12.00 

[lJ 市産院 1常惣(城西 5-脇6-)39 8.30-11.30 

J七 \i~ 順守lli 人科医院 中 !央惚1- 6 -21 9.00-11.30 
( ~ Dが 町)

l玉lι *信病院 緑がT丘fl-27-21 8.30-1l.00 
(屋)

l:j僑1安婦人科医院 中 央丸4 - 1-18 9.00-12.00 1.30-5 00 
( 沼 町)

竹内産婦人科医院 中 (央馬3場ー町15-)10 9.00-12.00 

思出産婦人科医院 中央(下西 2-11-32 9.00-12.00 3.00-5.30 
紺屋町)

1<1吋I主婦人科医院 中 央馬3-7-32 900-1l.30 
( 場 町)

新美産婦人科医院 大 屋大 228 9.00-12.00 
(屋)

三浦産 婦人科医院 中 ( 央田3-1町6-)1 0 9.00-12.00 

三HIH]産婦人科医院 御 所 232 9.00-12.00 2.00-6.00 
(.:::.白子町)

俵
椛
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
、

月
、
七
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る
「
ツ

体
温
汁
な
ど
J

」
の
無
料
倹
併
を
次
に

よ
リ
実
地
し
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に

本
寸
日
門
戸
口
U前
…
午+6 

日
汁

J:
 

日
rt時+1

 

，a4
E
'
 

受。の
す
日
ま
躍
り
土

ナ
U
6

、

と
診
診

休
休
日
日
曜

。

脱

水
す

木
遡
ま

週
毎
い

毎
、
て

は
は
っ

科
院
な

人
病
と

婦
信
て

産
東
ま

凹
hH.
分

。
同
日
判

※

※

 

六
月
の
乳
児
、

三
歳
児
検
診
を
左
表

に
よ
り
行

い
ま
す
。
時
間
は
、
い
ず
れ

も
午
後

一
時
三
十
分
か
ら
二
時
三
十
分

母
子
健
康
手
帳
を
お
持
ち
く
だ
さ

い
。

三歳児検診日程表

会場 セ上田ン市タ健ー康 康塩セ田干ンすタf健ー

地区 月証回全区

50年5月
対象児 50年5月宇ー 6月生 1

6 月 29日

初
日
か
ら
三
好
町
通
り
が

一
方
通
行
に
な
り
ま
す

〈

5
月
初
日

j
9
月
初
日
ま
で
〉

乳児検診日程表

会t品 上田市 健 康センター t二孟階国会文議室戸斤 M市祉川セ商ノ社タ-会I

4か月児 9か月児 1歳半児 4・9か月 4・9か月

~， 53if. 2月 53年2・3JJ 
児;昨2丹生 52年 9月生 51年12月生 '主

52年9月 52年9.10J]

t岡山新市内11川内 制内|旧市内 塩田全区 川西全区

14日 20日 13臼

い
を
、
六
月
三
日

ω・
問
日
制
に
市
民

会
館
で
行
い
ま
す
の
で
、
子
供
の
虫
偏
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日
本
脳
炎
予
防
接
種
を
左
表
に
よ
り

実
絡
し
ま
す
の
で
、
母
子
健
康
手
帳
を

確
認
の
う
え
指
定
さ
れ
た
会
場
で
受
け

て
く
だ
さ
い
。

昨
年
、
風
し
ん
の
流
行
に
よ
り
同
予

防
媛
般
を
受
け
な
か
っ
た
人
も
対
象
と

な
り
ま
す
の
で
受
け
て
く
だ
さ
い

。

〈
対
象
者
〉

初
回

1
四
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
五

ト
年
三
月
三
十

一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

人
て
、
初
回
、
迫
加

の
接
待
.
を
受
け
て

い
る
い
人
。

追
加

l
四
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
四

十
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
人
で
、
前
回

(
五
十
一
年
度
)
ま
で

に
初
回
、
追
加
の
接
種
を
受
け
て
い
な

い
人
。
〈
注

意

〉

1
、
五
月
に
ポ
リ
オ
生
ワ
ク
チ
ン
投
与

を
受
け
た
人
は
、
今
固
め
日
本
脳
炎

予
防
接
種
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で

次
回
に
受
け
て
く
だ
さ
い

。

(
他
の

予
防
接
種
を
受
け
て
か
ら
一
か
月
た

っ
て
い
な
い
た
め
)

2
、
こ
の
予
防
接
種
を
受
け
た
人
は
、

二
週
間
以
上
た
た
な
い
と
他
の
予
防

えつ

2 I品 r， 月 円
.l'.t ~ 1え1 [il[1I 2同日 I也

一一一一一
[:悶市健康セノター 5 

6 南部中央I也l正

新聞[疋 I~ 会館 JJ 
月 結ヵ、日.・新片i紋北緑内

4甚 自官
30 
9 ，~~~殿J也l正公 I~ 

日
日出回It}:{-他wセンター 中t孟出I也氏

トー

卜 ~I か任公 10官 6 6 神科I也[メ:

JJ 月
三 好町会館

13 
小牧 三由州rJ 中村・減;方形御所

ド山本公会，t止 臼 日 一 ごi'f.-1<:みすず f;~t' ，*í 上，-， 'f木侮がI壬

新日J12<: l~ 会館 6 6 ~t~W也[:;(

川辺町会館
f'J 月

川ill 来日H也[;(
2 15 

川商社会制社センター 日 臼 川西地[)(

北咋¥. [i]公会堂 6 6 *書[IJ也区

ト t孟 lJt.公会合，!.
月 月

国yーυ也lメ:
6 16 

I孟回母子他f，長センター 日 日 *塩田西塩田別戸市也[)(

[-_fU，ti健康センター 6 6 !日勢町I・お比[t鎌原岡脇剥而I諏訪部'主塚

J;!J: t品神川主的「
li fJ E久主|分保林大原 卜J尺・ ! 一助1.~ ド ド.tIl!・泉町ー
8 20 

三 好町会館 日 日 下山町・中之条例川 例日;がli

ーベ7)ー一一昭和53年5月16日 広報

日本脳炎予防接種目程表

接
話
刊
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の
て
、
六

月
、
七
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る

「
ツ

ベ
ル
ク

リ

ン
反
応
・

B
C
G
」
は
、

二
週
間
経
過
し
た
日
に
受
け
て
く
だ

さ
い

。

3
、
対
象
者
へ
の
側
人
通
知
は
し
ま
せ

ん
の
で
、
問
診
票
は
各
会
場
に
あ
り

ま
す
。
子
供
さ
ん
の
体
温
は
必
ず
計

る
と
と
も
に
、
健
康
状
態
に
じ
ゅ
う

ぶ
ん
注
意
の
?
え
、
母
子
健
康
手
帳

を
お
持
ち
く
だ
さ
い

。

4
、
会
場

の
混
雑
を
さ
け
る
た
め
、

指

定
さ
れ
た
会
場
で
お
受
け
く
だ
さ
い
。

〈
お
問
合
せ
〉

保
健
予
防
課
保
健
係
(
宮
@
四
一

O

O
内
線
二
八
九
有
線
②

O
七
二

二

を

す

レ

J

ア

ボ

一

り

ま

ご

山

日

か
し
一
ケ
計

8

ま
蓋
タ
ス
温

川

恒

一

ン

体

臼

。ぉmu
メ

チ

引

-

一
用
料

α
づ

行

一

涜

無

叫

キ

月

民家

=

6

私
た
ち

の
日
常
生
活
は

「
も
の
を
計

る
」
こ
と
に
非
常
に
深
い
か
か
わ
り
を

持
っ
て
い
ま
す
。

も
し
、
皆
さ
ん
が
家
庭
で
使

っ
て
い

る
計
量
器
が
く
る

っ
て
い
る
と
し
た
ら

大
変
で
す
。

市
は
、
六
月
七
日
附
の
計
量
記
念
日

に
ち
な
ん
で

「
家
庭
用
計
量
山
市

(
ヘ
ル

ス
メ
ー
タ
ー
キ
ソ
チ
ン
ス
ケ

ー

ル、

第 、。演 説記。< @ ^"んすかか ー.怒。 ぉ ~ と と え検よ 休
歯だろ七上おで のらら市 一 閉 め い 丞 室 こ 前 るをリ 温

自2県:おご Z二信 号Lてι星雲表主 83室震 f千。7Gffzzz
安当 民健 吉オ七勤 せ き希宝火青; 玉内 11 は引には 市三六にけし と

笠 日の康 ぢ丈)芸〉し;言ZT手 焼 空空itztzziK41ご
? 怯)集を f; 雪 zqF十?生整 2言E空?問自2品it号長
??い持了と 年 費来を後ム 促孟 )豊行てだ振 の午 うて、料

長2開る%》え T ZTせヰJ募の; 空EZif 出雪合 。量二塁
【 :(/!i) あ」 ム 円てて三、-集 告 すは。与内時附器機を

~ !(日)ミ り型 ( 申い十五 @ 。か 三 検 。の 券会二t
呆ー τ 用 宮 込ま分月ー 四り這蚕午 f安正 ii

い
を
、
六
月
三
日
出
・
四
日
仰
に
市
民

会
館
で
行
い
ま
す
の
で
、
子
供
の
虫
歯

予
防
の
た
め
ご
家
族
連
れ
で
お
出
か
け

く
だ
さ
い
。

マ
六
月
三
日
出
午
後

O
時
か
ら
同
四
時

「
幼
小
児
の
歯
の
無
料
健
康
相
談
」

内
容

l
歯
の
検
診
、
健
康
相
談
、
虫

歯
予
防
に
つ
い
て
の
個
人
指
導
、
よ
い

子
の
お
や
つ
の
展
示
、
義
歯
の
展
示
。

歯
科
医
師
、
衛
生
士
、
技
工
士
、
栄

養
士
が
ご
相
談
に
お
答
、
え
い
た
し
ま
す
。

マ
六
月
四
臼
岡
午
前
九
時
か
ら
同
十
二

時
。「

幼
小
児
の
歯
の
無
料
健
康
相
談
」

内
容

1
三
日
出
の
内
容
と
閉
じ
。

マ
六
月
四
日
制
午
後

O
時

1
同
四
時

「
歯
の
健
康
を
守
る
県
民
の
集
い
」

内
容

1
母
と
子
の
よ
い
歯
コ

ン
ク
ー

ル
。
む
し
歯
予
防
の
映
画
、
講
演
会
、

楽
し
い
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
あ
り
ま
す
。

上
田
技
術
専
門
学
校
で
は
、
次
に
よ

り
事
業
所
の
監
督
者
を
対
象
に
監
督
と

し
て
の
教
育
訓
練
を
実
地
し
ま
す
の
で

希
望
す
る
事
業
所
は
阜
目
に
申
込
ん
で

く
だ
さ
い

。

〈
コ
l
ス
〉

マ
仕
事
の
教
え
方
コ
ー
ス

l
六
月
十
二

日
間

l
六
月
十
六
日
樹
、
午
後
一
時
1

同
三
時
三
十
分
。
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マ
改
善
め
仕
方
コ

l
ス
l
六
月
二
十
六

日
開
l
六
月
三
十
日
樹
、
午
後
一
時

1

同
三
時
三
十
分
。

マ
人
の
扱
い
方
コ

ー
ス
H
H
七
月
十
日
間

l
七
月
十
四
日
樹
、
午
後

一
時
1
同
三

時
三
十
分
。

〈
定
員
・
申
込
締
切
〉

各
コ

ー
ス
と
も
十
名
。
五
月
二
十
七

日
回
ま
で
に
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

〈教
材
費
〉

4月21日、東京で行われた r53年度結核対策推進

優良市町村Jr第14団結核対策特別優良市町村」の表

彰式で、上回市は、長野県で唯一の市として全国表

彰を受け ました。

市は、今年20周年を迎えた上田市結核予防婦人会、

上 田保健所などの協力を得て「結核をなくそう」を

合言葉に結核予防運動を強力に進めてきました。 こ

の結果が、市民の良き理解と 協 力を得て10万人あた

りの死亡者平均で全国が 8-10人、県が 3.3人であるのに上田市は1.9人と全国でもト

yプクラス。 また、 52年度の患者発生もわずか 2人と「結核絶滅」まであと一歩とせま

っていま す。胸部レントゲン検診率も県の 75%に対し 85%と高率で、市民の結核予防

に対する意識が高いことを示しています。このことは、結核予防の資金となる複十字シ

ールの売捌きにも現われ今まで売れ残ったことはあ りませんでした。このような市民く

るみの結核予防運動ヵ、晴の全国表彰となって現われました。 これからも結核絶滅に向か

つて ，h民の皆さん一人一人のご協力をお願いします。

結核予防優良市として全国表彰

全国表彰で受けた表彰状
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消防第3分団が新し く発足
現在の消防団を笠備統合し、近代

化を図る一環として、現第 3分団と

第 4分団を統合、新第 3分団発足の
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結団式が 5月 7日消防本部で行われ

ました。新第 3分団は、現在の第 4

分団の車庫詰所を新築して第 3分団

車庫詰所とするほか老朽化したポン

プ車も最新鋭のポンプ車に替える予

訂

正

お

わ

び

六
六
号
、
標
準
小
作
料
が
か
わ
り
ま
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の
下
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月
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日
発
行
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う
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第
七

定です。新分団は、団員約60名で海

野町 、原町を含む市東北部の市街地

が管轄区域となります。 (写真左は

子供祭り句万5千人でにぎわう 菊池新第 3介団長に団旗を手渡す

5月5日の子供の 目、上回公園で「第 1因子供祭 石井市長(右)) 
り」 か行われ一日中、子供の歓声と大人の笑い声が
あヵ、 J)なごやかなふん い気につつ まれていました。

この祭 りは 、今まで各団体が個々に行ってき た子
供を対象にした行事を一本化し、市も協力し て、公
園内の全地設を開放、いろい ろ趣向 を凝らし 、子供
予ちカ、 Iじ気に一日遊べるよう工夫されました。
1竹馬IたこJr鯉のはり」空カンを利用した「ポ yク
リ」 づく りに汗を流す子供、自作のヒコーキ競技に

夢中の子、 人形劇や映画に笑い声を上げる子供、特
別l参)JIIの消防レインジャ一部隊の妙技に歓声を上げ
るなと l万 5千人が参加し楽しい一日を過しました。

企空カンで作ったポ ックリで散歩
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